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1 防災気象情報の役割  

大雨による河川の氾濫、家屋の浸水、山崩れ・崖崩れ、暴風による家屋の損

壊など気象災害は私たちの身近なところで発生し、私たちの生命や財産に致命

的な損害をもたらす場合があります。 

気象情報は、このような災害の軽減・防止を目的とし、大雨や暴風等の実況

や今後の予想から、災害の発生するおそれがあるときに、防災機関や住民等に

伝えるものです。 

気象台（測候所)が発表する情報は、想定される気象災害の種類や災害規模に

よって細かく分類されています。台風や低気圧の接近、また、前線の影響によ

って、大雨等の激しい自然現象が予想される場合、地域住民に向けて注意や警

戒を喚起すると共に、防災機関等が防災対策をとるのに役立つよう様々な情報

を発表します。【防災気象情報】とは、気象警報や注意報、あるいは実際に降っ

た雨量の実況値なども含めた情報の総称です。 

以下に、防災気象情報の詳細についてご説明します。 

 

【防災気象情報と防災活動のイメージ】 

Ⅰ 気象編 
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2 特別警報、警報、注意報 

 帯広測候所は、十勝地方における気象災害の防止・軽減のために、注意報、

警報、特別警報をそれぞれ以下のような場合に発表します。 

「特別警報」では、最大限の警戒を呼び掛けています。特別警報が発表された

ら、尋常でない大雨や暴風等により、重大な災害が起こる可能性が非常に高ま

っているもしくはすでに発生している状況ですので、ただちに命を守るために

最善を尽くしてください。 

 

発表された特別警報、警報、注意報は、市町村やテレビ・ラジオなどのマスメ

ディアを通じて、対象となる地域住民の方々へ伝えられます。その中でも、特

別警報は市町村による住民の方々への周知の措置が義務化されています。情報

収集に努めてください。平成 29 年 5 月 17 日からは、警報・注意報の内容につ

いて、どの程度の危険度の現象がどのくらい先の時間帯に予想されるかをわか

りやすく伝えられるよう、危険度を色分けした時系列で表示しており、気象庁

のホームページで確認することができます。 

 

●注意報・・・災害が起こると予測された場合 

●警報・・・重大な災害の起こるおそれがある場合 

●特別警報・・・警報基準をはるかに超える豪雨等が予測され、 

          重大な災害の危険性が著しく高まっている場合 
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【警報・注意報の発表例】 
平成２８年８月２２日２１時３９分 帯広測候所発表 

十勝地方では、２３日明け方から２３日朝まで土砂災害や低い土地の浸水、暴風に、２

３日明け方から２３日夕方まで高波に警戒してください。 

====================================================================== 

広尾町 ［発表］大雨（土砂災害、浸水害），暴風，波浪警報，洪水注意報［継続］雷，

濃霧注意報 

 特記事項 土砂災害警戒 浸水警戒 

 土砂災害 警戒期間 ２３日明け方から ２３日朝まで 

   注意期間 ２３日夕方まで 

 浸水 警戒期間 ２３日明け方から ２３日朝まで 

   注意期間 ２３日未明から ２３日昼前まで 

   １時間最大雨量 ５０ミリ 

 風 警戒期間 ２３日明け方から ２３日朝まで 

   注意期間 ２３日未明から ２３日夕方まで 

   南東の風のち南西の風 

   海上 最大風速 ２５メートル 

 波 警戒期間 ２３日明け方から ２３日夕方まで 

   注意期間 ２３日夜遅くまで 

   ピークは２３日朝 

   波高 ７メートル 

 雷 注意期間 ２３日昼前まで 

 洪水 注意期間 ２３日明け方から ２３日夕方まで 

 濃霧 注意期間 ２３日昼前まで 

   視程 ２００メートル以下 

 付加事項 うねり 竜巻 ひょう 

２２日

21-24 0-3 3-6 6-9 9-12 12-15 15-18 18-21 21-24

20 30 50 50 30

浸水警戒

土砂災害警戒

洪水

陸上 10 15 18 18 15 12 12

海上 12 18 25 25 20 15 15

波浪 4 5 6 7 7 6 6 4 4 うねり

雷

濃霧 視程200メートル以下

今後の推移(      警報級      注意報級)

大雨

１時間最大雨量
（ミリ）

（浸水害）

（土砂災害）

（洪水害）

広尾町
備考・

関連する現象発表中の
警報・注意報等の種別

暴風
風向風速

（矢印・
メートル）

波高
（メートル）

２３日
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特記事項には、大雨警報・注意報において、浸水害や土砂災害に対する警戒・

注意の呼びかけを記述します。 

 また、注意報発表時に警報を発表する可能性が高い場合には、「○日×時まで

に△△警報に切り替える可能性が高い」と、警報への切り替えの可能性を述べ

ることもあります。 

気象警報・注意報は、平成 22 年 5 月 27 日より市町村毎に発表しています。

放送などでの簡潔な伝達のため、「市町村等をまとめた地域の名称（十勝北部・

中部・南部）」を用いる場合もあります。 

平成 22 年 5 月 27 日からの名称 

 

 

 警報・注意報の発表基準や細分区域の見直しは随時行っています。平成 20 年

度以降の主な変更点を以下に説明します。 

 

〇「土壌雨量指数」「流域雨量指数」「表面雨量指数」の採用 

 平成 20 年 5 月 28 日から土砂災害に対する大雨、洪水警報・注意報では「土

壌雨量指数」、「流域雨量指数」を用いた基準に、さらに平成 29 年 7 月 7 日か

ら、浸水害に対する大雨警報・注意報では「表面雨量指数」を用いた基準に変

更となりました。それぞれの指数の意味は以下のとおりです。 

 

府県予報区 
一次細分区域

※1 
市町村等をまとめた地域 二次細分区域※2 の名称 

釧路・根室・十勝

地方 
十勝地方 

十勝北部 
上士幌町、鹿追町、新得町 

足寄町、陸別町 

十勝中部 

帯広市、音更町、士幌町 

清水町、芽室町、幕別町 

池田町、豊頃町、本別町 

浦幌町 

十勝南部 
中札内村、更別村 

大樹町、広尾町 

「土壌雨量指数」…降った雨による土砂災害危険度の高まりを把握するための指標 

「表面雨量指数」…短時間強雨による浸水危険度の高まりを把握するための指標 

「流域雨量指数」…河川の上流域に降った雨により、どれだけ下流の対象地点の 

            洪水危険度が高まるかを把握するための指標 

※1 府県天気予報を定常的に細分して行う区域。

※2 警報・注意報の発表に用いる区域。 
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 なお、大規模な地震等の災害が発生した場合には、土壌雨量指数による基準

を暫定的に下げて運用することがあります。 

【雨による土砂災害・浸水害・洪水害に関する指数】 

 

 

 

 

 

 

〇危険度分布の提供 

平成 29 年 7 月 4 日より、大雨警報（浸水害）と洪水警報の危険度分布の提供

を開始しました。危険度は、予測値が「注意報基準未満の場合」「注意報基準

以上となる場合」「警報基準以上となる場合」「警報の一段上の基準以上とな

る場合」、及び実況値が「警報の一段上の基準以上となった場合」の 5 段階に

色分けし、どの辺りが危険であるかを面的に確認することができます。 

【大雨・洪水警報の危険度分布の例（左：大雨（浸水害） 右：洪水）】 
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〇早期注意情報(警報級の可能性)の発表 

平成 29 年 5 月 17 日から、警報級の現象が 5 日先までに予想されているとき

には、その可能性を「警報級の可能性」として「高」「中」の 2 段階の確度を

付して発表しています。それぞれ以下のような場合に発表します。 

 

数日先に「高」「中」が発表されている場合は心構えを早めに高めて今後の

防災気象情報に留意してください。また翌日までに「高」が予想されている場

合は警報・注意報や府県気象情報を確認し危険度の高まる詳細な時間帯を確認

してください。翌日までに「中」が予想されている場合は直ちに避難等の対応

を取る必要はありませんが、深夜に天気が急変して突然警報が発表されても、

あわてずに対応できるよう、あらかじめ心構えを高めておくようにしてくださ

い。 

 

 
 
 

「高」…警報を発表するような現象発生の可能性が高い場合 

「中」…可能性が高くはないが警報を発表するような現象の可能性がある場合 
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〇警戒レベルの導入 

 「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府（防災担当））が令和３年５月

に改定され、避難勧告と避難指示（緊急）を避難指示に一本化することになり

ました。避難指示はこれまでの避難勧告のタイミングで発令されます。そのた

め、住民がとるべき行動を直感的に理解しやすくする 5 段階の警戒レベルが改

訂されました。 
 

 
自治体から避難指示（警戒レベル４）や高齢者等避難（警戒レベル３）が発令

された際には住民は速やかに避難行動をとることになりますが、一方で多くの

場合、防災気象情報は自治体が発令する避難指示等よりも先に発表されます。

このため、避難が必要とされる警戒レベル４や高齢者等の避難が必要とされる

警戒レベル３に相当する防災気象情報が発表された際には、住民は自治体から

の避難指示等の発令に注意するとともに、避難指示等が発令されていなくても

付近の状況や危険度分布、河川の水位情報等から自主的な避難につなげてもら

い、人的被害の軽減を図ります。 
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3 気象情報 

大雨等により、災害が発生するおそれのある場合の警報・注意報は、簡潔な

表現で警戒・注意を呼びかけます。このほかに、防災対策の判断資料として、

気象状況や今後の推移の解説を加えた｢府県気象情報｣を発表して、防災機関等

を支援します。警報や注意報に付随して発表する府県気象情報は、大雨に関す

る情報を主とし、大雨以外の注意報については、原則として警報発表の可能性

が高い場合や、社会的に影響が大きいと判断される場合に発表します。 

また、「府県気象情報」のほかに発表される気象情報として、「記録的短時間

大雨情報」「竜巻注意情報」「熱中症警戒アラート」についても紹介します。 

 

(1) 警報・注意報に先立って発表する予告的な府県気象情報 

 気象台（測候所）では、防災機関及び市町村が防災体制の準備・確保・事前

の連絡等の対策に資することを目的とした、予告的な「府県気象情報」を発表

します。これは、例えば台風や大雨等、対象とする地域で社会生活に大きく影

響を与えるような大規模な現象に対して、予想される現象の推移について 1～3
日前に発表するものです。休日に顕著な現象が予想される場合は、平日の各機

関の担当者が執務する時間に発表するよう努めます。 
【予告的な府県気象情報の例】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年 台風第１９号に関する十勝地方気象情報 第１号 

令和元年１０月１１日１６時５９分 帯広測候所発表 

 

（見出し） 

十勝地方では、台風第１９号の影響により、１３日は海上で暴風やうねりを伴った高波に警戒してくださ

い。また、大雨による土砂災害や低い土地の浸水、河川の増水にも十分注意してください。 

 

（本文） 

＜気象概況＞ 

 大型で非常に強い台風第１９号は、１１日１５時には八丈島の南南西約５５０キロにあって、１時間に

およそ２５キロの速さで北北西へ進んでいます。 

 台風は日本の南を北上し、非常に強い勢力のまま、１２日夕方から夜にかけて東海地方または関東地方

に上陸するおそれがあり、１３日にかけて東日本から東北地方を北東に進む見込みです。その後、北海道

の南東海上で温帯低気圧に変わるでしょう。 

 

＜防災事項＞ 

 十勝地方では、台風第１９号の影響により、１３日は雨や風が強まり、海は大しけで、大荒れの天気と

なるでしょう。海上では暴風やうねりを伴った高波に警戒してください。また、大雨による土砂災害や低

い土地の浸水、河川の増水にも十分注意してください。 

 

＜雨の予想＞ 

１１日１８時から１２日１８時までの２４時間雨量 

 十勝地方の多い所 ２０ミリ 

１２日１８時から１３日１８時までの２４時間雨量 

 十勝地方の多い所 ５０から１００ミリ 

 

 次の十勝地方気象情報は、１２日昼前に発表する予定です。 
次の情報発表予定を明

示します。 

気象概況を簡単に記述します。 

顕著な現象が予想される 1～3日前に発表します。 
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(2) 警報・注意報を補完する府県気象情報 

防災機関等及び市町村が、具体的な防災活動を行うことに資することを目的

として、大雨警報や注意報を発表した場合は、｢警報・注意報を補完する気象情

報｣を発表する場合があります。具体的な事項として｢該当市町村名(もしくは細

分区域名)｣、｢発現する現象｣、｢発現する時刻｣、｢予想される災害｣、｢予想され

る雨量(もしくは降雪量、最大風速等)｣等について、記述します。 
  

【警報の可能性を言及した気象情報の例】 

令和元年 台風第１９号に関する十勝地方気象情報 第２号 

令和元年１０月１２日１０時３０分 帯広測候所発表 

 

（見出し） 

十勝地方の海上では、台風第１９号の影響により、１３日明け方から昼前まで暴風に、１３日明け方から

夕方までうねりを伴った高波に警戒してください。 

 

（本文） 

【特記事項】 

１２日夜遅くには、豊頃町、浦幌町、大樹町、広尾町に「暴風・波浪警報」を発表する予定です。 

 

＜気象概況＞ 

 大型で非常に強い台風第１９号は、・・・北海道の南東海上で温帯低気圧に変わるでしょう。 

 

＜防災事項＞ 

 十勝地方の海上では、１３日明け方から昼前まで暴風に、１３日明け方から夕方までうねりを伴った高

波に警戒してください。また、十勝地方では、１３日明け方から大雨による低い土地の浸水や土砂災害、

河川の増水に注意してください。 

 

＜風の予想＞ 

１３日の最大風速（最大瞬間風速） 北東のち北の風 

 十勝地方 海上 ２５メートル（３５メートル） 

      陸上 １２メートル（２５メートル） 

 ピークは１３日明け方から昼前 

 

＜波の予想＞ 

１３日の波の高さ 

 十勝地方 ７メートル うねりを伴う 

・・・ 

警報への切り替えを予定している場合、特記事項として

警報を発表する時間や対象市町村名を記述します。 

降水量や風速などの量予想が

十勝北部・中部・南部毎に異

なる場合、それぞれの地域毎

に明示することもあります。 

量予想は、警報などの重要度の高いもの

を先に記述します。 
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この情報例では、直

前に発表した気象情

報とタイトルが変更

になっています。 

対象となる災害に

変更があった場合に

はこのような記述と

なります。 

(3) 警報・注意報を発表中の府県気象情報 

 警報・注意報を発表中の気象情報では、実況の推移(観測成果)、状況の変化、

今後の見通し等について、レーダーによる雨雲の状況などを用いて具体的に記

述します。また、発生している現象が観測開始以来の記録更新であることや、

過去の災害発生時に匹敵するような状況であること等、災害に直結する緊迫度

合いについてもお知らせします。 
【警報発表中の気象情報（図情報）の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

測候所では、防災機関等の待機時、警戒時、監視時等、防災活動の状況を考

慮した府県気象情報の発表に努め、わかりやすく的確な内容とするよう心がけ

提供していきます。 
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(4) 記録的短時間大雨情報 

記録的短時間大雨情報は大雨警報を発表し警戒を呼びかけている最中に、数

年に一度程度しか発生しない、まれな大雨(十勝地方では１時間雨量９０ミリ以

上)となった場合、より一層の警戒を促すために、時刻・場所・雨量を直ちに発

表します｡この情報に使用する観測値はアメダス雨量の他、公的機関の雨量デー

タ、解析雨量を活用しています。 
 

【記録的短時間大雨情報の例】 

 

 

(5) 竜巻注意情報 
 積乱雲の下で発生する竜巻やダウンバーストなどの激しい突風に対して注意

を呼びかける情報で、雷注意報を補足する情報として速やかに発表します。竜

巻注意情報は、竜巻などの突風が発生するおそれが高まったと判断した場合に

発表しています。竜巻注意情報は有効期限が付加されているため、終了情報は

発表されません。なお、竜巻発生確度ナウキャストについては「11.竜巻などの

激しい突風や雷の監視」の「(2) 竜巻発生確度ナウキャストについて」をご覧く

ださい。 
【竜巻注意情報の例】 

十勝地方記録的短時間大雨情報 第 1 号 

令和元年●●月●●日■■時■■分  気象庁発表 

■■時■■分北海道で記録的短時間大雨   

陸別町小利別で９５ミリ       

足寄町西部付近で約１００ミリ    

十勝地方竜巻注意情報 第１号 

令和元年８月２９日０７時４２分 気象庁発表 

  

十勝地方は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。空の様子

に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈

な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。落雷、ひょう、急な強い雨にも

注意してください。 

  

この情報は、２９日０８時５０分まで有効です。 
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【熱中症警戒アラートの例】 

(6) 熱中症警戒アラート 
 気象庁と環境省は、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境が予測される場合

に、暑さへの「気づき」を呼びかけ国民の熱中症予防行動を効果的に促すため、

令和３年４月 28 日から全国で「熱中症警戒アラート」の運用を開始しました。

（これに伴い高温注意情報の運用は終了しました。） 
帯広測候所では、翌日または当日に十勝地方で日最高暑さ指数が 33 以上と

予測した場合に前日の 17 時頃または当日 5 時頃に熱中症警戒アラートを発

表します。 
暑さ指数（WBGT：Wet Bulb Globe Temperature）とは、人間の熱バラ

ンスに影響の大きい、気温、湿度、輻射熱の 3 つを取り入れた暑さの厳しさ

を示す指標です。 
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4 天候に関する気象情報 

(1) 天候情報 
 少雨、長雨、低温等が長期間持続することによって、社会的に大きな影響が

ある場合には、天気の経過と今後の見通しを｢十勝地方の少雨に関する気象情

報｣などの標題で発表します｡ 
【天候に関する気象情報の例】 

 

 

 

十勝地方の少雨と長期間の高温に関する気象情報 第１号 

令和元年５月２４日１６時５３分 帯広測候所発表 

 

（見出し） 

 十勝地方では、４月下旬から降水量が少なく、５月上旬から気温の高い状態が続いて

います。この状態は、今後１０日間程度続く見込みです。農作物や家畜の管理、健康管

理等に十分注意してください。 

 

（本文） 

 十勝地方では、４月下旬から高気圧に覆われやすく、降水量の少ない状態 

が続いています。また、５月上旬からは暖かい空気が流れ込みやすく、気温 

の高い状態が続いています。 

 今後１０日間程度は、降水量が少なく、気温の高い状態が続く見込みです。 

 農作物や家畜の管理、健康管理等に十分注意してください。 

 なお、十勝地方では、２６日から２７日にかけては特に気温が高く、猛暑 

日となる所があるため、熱中症などの健康管理に十分注意してください。 

 

 降水量（４月２１日から５月２３日まで）（速報値） 

 （気象官署及び特別地域気象観測所） 

           降水量（ミリ）  平年比（％） 

帯広           １５．５      １９ 

広尾          １０４．０      ６２ 

 

 降水量（４月２１日から５月２３日まで）（速報値） 

 （アメダス） 

           降水量（ミリ）  平年比（％） 

芽室           １２．０      １４ 

駒場           １５．０      １９ 

鹿追           １６．５      ２０ 

・・・ 
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(2)早期天候情報 
 異常天候早期警戒情報をより利用しやすい情報とするため、早期天候情報と

２週間気温予報に分けて新たに開始しました。早期天候情報は、概ね１週先か

ら２週先の１週間に平年からの隔たりが大きな天候となる可能性が高まった場

合に、その確率や影響に対する注意事項などを発表します。 
【早期天候情報の例】 

 

 また、2 週間気温予報は、地点ごとの 7 日前～2 週目の最高・最低気温（実況

＋天気予報＋週間天気予報＋2 週間気温予報）とその階級を一括表示することで、

気温の変化を時系列で一度に見ることができます。7 日前～1 週目は日別、2 週

目は 5 日間平均の値となります。 

【2 週間気温予報の例】 

 

 

 

ピンク色の棒グラフは、気

温の予測範囲を示してい

ます。実況の気温がこの範

囲に入る確率はおよそ

80％です。 

高温に関する早期天候情報（北海道地方） 

令和元年１２月９日１４時３０分 

札幌管区気象台 発表 

 

北海道地方 １２月１６日頃から かなりの高温 

かなりの高温の基準：５日間平均気温平年差 ＋２．７℃以上 

 

北海道地方では、これまでの１週間は気温が平年より低い日が多く、かなり低い日もあ

りました。 

今後１０日間程度は暖かい空気に覆われやすく、気温は平年より高い日が多くなるでし

ょう。特に、１１日頃までと１６日頃からは、気温がかなり高くなる可能性があります。 

農作物の管理等に注意してください。 
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5 土砂災害警戒情報 

 大雨警報（土砂災害）発表後、さらに土砂災害発生の危険性が高まった場合

に、市町村長が避難勧告等を発令する際の判断や住民の自主避難の参考となる

ように、北海道(十勝総合振興局帯広建設管理部)と気象庁(釧路地方気象台)が

共同で発表する防災情報です。 

 気象庁 HP では、土砂災害警戒判定メッシュ情報を公表しています。土砂災害

警戒判定メッシュ情報とは、土壌雨量指数及び降雨の実況・予測に基づいて、

土砂災害発生の危険度を 1km 四方の領域(メッシュ)毎に階級表示した情報で、

分布図で表示します。各 1km メッシュについて、解析時刻・1 時間先予測・2 時

間先予測の中で、最大の土砂災害警戒判定値を 10 分毎に更新しています。土砂

災害警戒判定メッシュ情報により、その領域内の土砂災害発生の危険度の高い

地域を把握することができます。 

ただし、土砂災害警戒情報と大雨警報・注意報（土砂災害）は、気象状況等

を総合的に判断して発表していますので、これらの発表状況と土砂災害警戒判

定メッシュ情報とは整合しない場合があります。 

 

 

【土砂災害警戒情報と土砂災害警戒判定メッシュ情報の例】 

  

 

 

 

 



 16

6 指定河川洪水予報 

水防活動上重要な河川を特に指定し

て、気象庁（釧路地方気象台）は国土

交通省(北海道開発局帯広開発建設部)
と共同で、｢指定河川洪水警報・注意報｣

を発表しています｡気象庁は、降水量等

の予測を、国土交通省または都道府県

は水位・流量の予測をそれぞれ分担し、

両者の緊密な連携のもとに実施してい

ます。 

オンラインによりデータ交換するリ

アルタイムシステムを導入し、一層の

迅速化と内容の充実を図っています｡

また、指定河川の拡大も図られていま

す｡ 

 

 

【一般の洪水予報と指定河川洪水予報の違い】 

 

 

 

 

 

 

 

 

水系名 河川名 指定年月日 洪水予報区間 

十勝川 

十勝川 H 4．3．27 
上川郡新得町か

ら河口まで 

利別川 H 4．3．27 

中川郡本別町か

ら十勝川合流点

まで 

札内川 H 4．3．27 

河西郡中札内村

から十勝川合流

点まで 

音更川 H 4．3．27 

河東郡士幌町か

ら十勝川合流点

まで 

【指定河川洪水予報の指定状況】 
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7 十勝地方の特別警報・警報・注意報の発表基準 

令和元年 12 月 1 日現在 
[特別警報の発表基準] 

 

[警報・注意報の発表基準] 

警　報　名 発　表　基　準

暴風（平均風速） 陸上：20m/s、海上：25m/s

暴風雪（平均風速） 陸上：18m/s、海上：25m/s(雪による視程障害を伴う）

波浪（有義波高） 6m

高潮（潮位：TP上） 豊頃町・浦幌町・大樹町・広尾町　1.4m

大雨
市町村ごとにあらかじめ定めた表面雨量指数または土壌雨量指数の基
準に到達することが予想される場合

洪水
市町村ごとにあらかじめ定めた流域雨量指数の基準に到達することが
予想される場合

大雪 12時間降雪の深さ　北部：50cm、中部：40cm、南部：50cm

記録的短時間大雨情報 90mm　（１時間雨量）

土砂災害警戒情報 釧路地方気象台及び十勝総合振興局による共同発表

注　意　報　名 発　表　基　準

強風（平均風速） 陸上：12m/s、海上：15m/s

風雪（平均風速） 陸上：10m/s、海上：15m/s(雪による視程障害を伴う）

波浪（有義波高） 3m

高潮（潮位：TP上） 豊頃町・浦幌町・大樹町・広尾町　1.0m

大雨
市町村ごとにあらかじめ定めた表面雨量指数または土壌雨量指数の基
準に到達することが予想される場合

洪水
市町村ごとにあらかじめ定めた流域雨量指数の基準に到達することが
予想される場合

大雪 12時間降雪の深さ　北部：30cm、中部：25cm、南部：30cm

雷 落雷等による被害が予想される場合

乾燥 最小湿度：30％以下　実効湿度：60％以下

濃霧（視程） 200m以下

霜 最低気温3℃以下

①24時間降雪の深さ30cm以上

②積雪の深さ50cm以上で、日平均気温5℃以上

4月、5月、10月：平年より5℃以上低い（最低気温）

11月～3月：平年より8℃以上低い（最低気温）

6月～9月：平年より4℃以上低い日が2日以上継続（平均気温）

着雪 気温0℃くらいで、強度並以上の雪が数時間以上継続

着氷（船体） 水温4℃以下、気温－5℃以下で、風速8m/s以上

融雪 融雪に相当する水量と24時間雨量の合計が60mm以上

竜巻注意情報 竜巻など激しい突風が予想される場合

低温

なだれ

 
※大規模な地震等の災害が発生した場合に、一部基準を暫定的に下げて運用する場合があります。 
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8 大雨の監視 

(1) アメダス 

正式には｢地域気象観測

システム｣といいます。気

象現象を空間的・時間的

にきめ細かく観測するた

めに、気象庁が約 17 ㎞間

隔で、全国約 1300 ヶ所  

(十勝管内25ヶ所)に設置

し、雨量などを自動的に

観測するシステムです。 

 

①風向風速計 

②雨量計 

③温度計 

④日照計 

⑤積雪計 

 

 

 

 

② 

③ 

④ 

⑤ 

上札内地域気象観測所 

① 



 

19 

【十勝地方のアメダス】 令和３年 ５月現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 観測所名 カタカナ名 防災情報記載名称 所在地

雨 三股 ﾐﾂﾏﾀ 上士幌町三股 河東郡上士幌町三股
雨 小利別 ｼｮｳﾄｼﾍﾞﾂ 陸別町小利別 足寄郡陸別町小利別本通東1条
五 陸別 ﾘｸﾍﾞﾂ 陸別 足寄郡陸別町陸別原野分線
五 ぬかびら源泉郷 ﾇｶﾋﾞﾗｹﾞﾝｾﾝｷｮｳ 上士幌町ぬかびら源泉郷 河東郡上士幌町ぬかびら源泉郷北区
雨 柏倉 ｶｼﾜｸﾗ 足寄町柏倉 足寄郡足寄町喜登牛
雨 上螺湾 ｶﾐﾗﾜﾝ 足寄町上螺湾 足寄郡足寄町上螺湾
五 上士幌 ｶﾐｼﾎﾛ 上士幌町東３線 河東郡上士幌町東3線
四 足寄 ｱｼｮﾛ 足寄町南１条 足寄郡足寄町南1条
雨 押帯 ｵｼｮｯﾌﾟ 本別町押帯 中川郡本別町押帯
五 本別 ﾎﾝﾍﾞﾂ 本別町新町 中川郡本別町新町
五 新得 ｼﾝﾄｸ 新得町４条 上川郡新得町4条南
四 鹿追 ｼｶｵｲ 鹿追町緑町 河東郡鹿追町緑町
四 駒場 ｺﾏﾊﾞ 音更町駒場 河東郡音更町駒場北町
五 芽室 ﾒﾑﾛ 芽室 河西郡芽室町西3条南
官 帯広 ｵﾋﾞﾋﾛ 帯広 帯広市東4条南
四 池田 ｲｹﾀﾞ 池田 中川郡池田町清見
雨 留真 ﾙｼﾝ 浦幌町留真 十勝郡浦幌町留真
五 浦幌 ｳﾗﾎﾛ 浦幌町桜町 十勝郡浦幌町桜町
官 帯広泉 ｵﾋﾞﾋﾛｲｽﾞﾐ 帯広空港 帯広市泉町西9線中
四 糠内 ﾇｶﾅｲ 幕別町糠内 中川郡幕別町五位
五 上札内 ｶﾐｻﾂﾅｲ 中札内村上札内 河西郡中札内村元札内西1線
四 更別 ｻﾗﾍﾞﾂ 更別 河西郡更別村更別南2線
四 大津 ｵｵﾂ 豊頃町大津 中川郡豊頃町大津寿町
五 大樹 ﾀｲｷ 大樹 広尾郡大樹町柏木町
官 広尾 ﾋﾛｵ 広尾 広尾郡広尾町並木通東
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(2) 気象レーダー 

発射した電波が空中の雨や雪に反射して戻って

くるまでの時間から距離を測り、戻ってきた電波

の強さから雨や雪の強さや動きを観測していま

す｡半径 300 ㎞程度の範囲内の雨の強さを面的か

つ詳細に観測することができます。気象庁が北海

道内に設置しているのは、札幌・函館・釧路の 3

箇所です｡今現在、雨が降っているところ、雨

が強まっているところを確認するのに適して

います。 

 

(3) 解析雨量 

 国土交通省水管理・国土保全局、道路局と気

象庁が全国に設置しているレーダー、アメダス

等による雨量観測を組み合わせ、両観測手段の

利点を活かしたより精度の高い面的な雨量を

解析雨量として算出し、雨の監視に活用してい

ます｡ 
解析雨量は、日本付近の 1 ㎞格子ごとに、毎

0 分と毎 30 分の観測データを基に約 15 分後に

算出しています。周辺の海上も含みますので、

集中豪雨をもたらすような雨雲の規模や強度

を陸上へ達する前に把握できます。また、アメダスの観測網では捕らえきれな

いことがある、数㎞四方程度の局地的な強雨も把握でき、的確で迅速な警報、

注意報などの防災気象情報の発表に役立てています。 
 

(4) 降水短時間予報、降水ナウキャスト、高解像度降水ナウキャスト 

局地的な雨をきめ細かく予報し、防災活動を支援するため、過去の降水域の

動きと現在の降水の分布を基に、「降水短時間予報」や「降水ナウキャスト」、「高

解像度降水ナウキャスト」を発表しています。 

それぞれの予報解像度、発表間隔、予報対象期間は以下の通りです。 

 

【平成 25年 8月 25日 12時 30 分の 

解析雨量(実況)】 

25日14時

【気象レーダーで観測した平成 25

年 8月 25 日 14 時の雨雲】 
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降水ナウキャストが気象庁のレーダーの観測結果を雨量計で補正した値を予

測の初期値としているのに対し、高解像度降水ナウキャストでは、気象庁のレ

ーダーのほか国土交通省の X バンドレーダーを利用し、さらに雨量計や高層観

測の結果等を用いて地上降水に近くなるように解析を行って予測の初期値を作

成しています。 

高解像度降水ナウキャストは今降っている強雨域が目先どのように発達・衰

弱するかを見るのに適しており、30 分以降先については降水ナウキャストの予

測で確認できます。降水短時間予報は降水ナウキャストよりも先の降水を知り

たい時に適していますが、予報時間が先になるほど精度が下がりますので、常

に最新の予報を確認するのが上手な使い方です。 

 

9 台風情報 

(1)  台風情報の見方 

気象庁ホームページでは、「ホーム」のページの「防災情報」で「台風情報」

をクリックすると、台風に関する情報をご覧いただけます。これは台風情報の

例です。 

 

 
 
 
 

台風情報は、台風の実況と予報からなります。 

台風の実況の内容は、台風の中心位置、進行方向と速度、中心気圧、最大風

速（10 分間平均）、最大瞬間風速、暴風域、強風域です。 

暴風警戒域 

台風の中心が予報円内に 

進んだ場合に 120 時間先 

までに暴風域に入る 

おそれのある範囲全体を 

示しています。 

予報円 

台風の中心が到達すると予想される範囲を 

示しています。予報した時刻に、 

台風の中心がこの円内に入る確率は 70％です。 

暴風域 

風速（10 分間平均）

25m/s 以上の暴風が 

吹いているか、地形の

影響などがない場合 

吹く可能性のある範囲

を示しています。 
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台風の予報の内容は、5 日（120 時間）先までの各予報時刻の台風の中心位置

（予報円）、中心気圧、最大風速、最大瞬間風速、暴風警戒域です。 

台風情報で発表する台風の最大風速、最大瞬間風速は台風により吹く可能性

のある風の最大値を示します。したがって、地形の影響や竜巻などの局所的な

気象現象などに伴い、一部の観測所での観測値がこれらの値を超える場合があ

ることに注意してください。 

日本列島に大きな影響を及ぼす台風が接近している時には、台風の位置や強

さなどの実況と 1 時間後の推定値を 1 時間ごとに発表するとともに、24 時間先

までの 3 時間刻みの予報を 3 時間ごとに発表します。 

これは 24 時間先までの情報の例です。それぞれの地域で警戒が必要となる時

間帯がより詳しくわかります。「経路図選択」で「24 時間」か「24 時間拡大」

を選択した場合は 6 時間刻みの予報を、「24 時間拡大詳細」を選択した場合は 3
時間刻みの予報をご覧いただけます。 

 
【6 時間刻みの予報】         【3 時間刻みの予報】 

       

 

(2)  暴風域に入る確率 

市町村等をまとめた地域（北部・中部・南部）ごとに「暴風域に入る確率」

を発表しています。5 日（120 時間）以内に台風の暴風域に入る確率が 0.5%以上

である地域に対し、下の図のように 5 日（120 時間）先までの 3 時間ごとの値を

示します。青のグラフは 5 日（120 時間）先までの 3 時間ごとの暴風域に入る確

率を示します。緑のグラフはそれぞれ 24、48、72、96、120 時間先までの暴風

域に入る確率を積算値で示します。早ければ値が出はじめる時間帯から（下図

では 13 日 12 時から）、暴風域に入る可能性があります。値がピークの時間帯

（下図では 13 日 21 時～14 日 0 時）は、最も暴風域に入っている可能性が高い

時間帯です。また、値が小さくなった時間帯（上図では 16 日 6 時まで）でも、

まだ暴風域に入っている可能性があることに注意が必要です。
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 また、地域ごとの確率に加えて、下の図のような確率の分布図を発表してい

ます。分布図では、北緯 20～50 度、東経 120～150 度で囲まれる領域を対象と

して、緯度方向 0.4 度、経度方向 0.5 度毎に 5 日（120 時間）先までに暴風域に

入る確率を示します。台風の進行方向では、台風が近づくにつれて確率が高く

なってきますので注意が必要です。 

 

十勝南部 
（％） 
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(3)  台風の表現について 

台風の大きさ：台風に伴う風速 15m/s 以上の領域の半径を基準にして次のよう

に決めています。風速 15m/s 以上の半径が非対称の場合は、そ

の平均値を用います。 

大きさ  風速 15m/s 以上の半径  

(表現しない） 500km 未満  

大型：(大きい) 500km 以上 800km 未満  

超大型：(非常に大きい) 800km 以上  

 
台風の強さ：台風の最大風速を基準にして次のように決めています。 

 

 

強さ  最大風速  

(表現しない) 33m/s(64 ノット)未満  

強い  33m/s(64 ノット)以上 44m/s(85 ノット)未満  

非常に強い  44m/s(85 ノット)以上 54m/s(105 ノット)未満  

猛烈な  54m/s(105 ノット)以上  
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10 雨や風の強さの解説表 

気象庁が発表する防災気象情報では、想定される雨や風の程度を雨量や風速

で表現しています｡しかし、定量的な表現だけでは、雨や風によって人や建物等

へどのような影響を与えるのかを情報の利用者に伝える上では、必ずしも十分

ではありません。 

このため気象庁では、人や建物等への影響及び想定される被害等の表現を見

直し、｢雨や風の強さの解説表｣を作成しました。 

 

(1) 雨の強さと降り方 

 （平成 12 年 8月作成）、（平成 14 年 1月一部改正）、（平成 29 年 3月一部改正）、（平成 29年 9月一部改正） 

 

雨の強さと降り方の表は、この強さの雨が 1 時間降り続いたと仮定した場合

の目安です。強さが同じであっても、降り始めからの雨量の違いや地形・地質

等によっては被害の様子が異なり、場合によってはこの表よりも大きな被害が

出たり、逆に小さな被害にとどまったりすることがあります。 
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(2) 風の強さと吹き方 

  
(平成 12 年 8月作成）、(平成 14 年 1月一部改正）、(平成 19 年 4月一部改正）、（平成 25年 3月一部改正）、 

（平成 29年 9月一部改正） 

 

風の強さと吹き方の表の風速は、10 分間の平均風速においての目安です。風

速は周りの地形や建物に大きく影響されるため、同じ市町村でも場所によって

風速は異なります。また、風の吹き方(瞬間風速の強弱など)によってはこの表

よりも大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまったりすることがあ

ります。 
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11 竜巻などの激しい突風や雷の監視 

(1)竜巻などの激しい突風及び雷について  

気象庁では、竜巻などの激しい突風に関する気象情報として、「竜巻注意情

報」を発表しています。これに加え、平成 22 年から、竜巻などの激しい突風が

発生しやすい地域の詳細な分布と 1 時間先までの予報として、「竜巻発生確度

ナウキャスト」の提供を開始しました。 

 また、同じく平成 22 年から、雷発生の可能性や雷の激しい地域の詳細な分布

と 1 時間先までの予報として、「雷ナウキャスト」の提供を開始しました。な

お、竜巻注意情報については「3.気象情報」の「(5)竜巻注意情報」をご覧くだ

さい。 

 

(2) 竜巻発生確度ナウキャストについて 

竜巻などの突風は、規模が小さく、レーダーなどの観測機器で直接実体を捉

えることができません。そこで、竜巻発生確度ナウキャストでは、気象ドップ

ラーレーダーなどから「竜巻が今にも発生する（または発生している）可能性

の程度」を推定し、これを発生確度という用語で表します。発生確度には 1 と 2

があり、発生確度 2 となった地域で１時間以内に竜巻などの激しい突風が発生

する可能性は 7～14％程度、発生確度１では 1～7％程度です。 

竜巻などの激しい突風は、人の一生のうちほとんど経験しない極めて希な現

象です。従って、発生確度１や 2 程度の可能性でも、普段に比べると竜巻など

の激しい突風に遭遇する可能性は格段に高い状況ですので、発達した積乱雲が

近づく兆候がある場合は、頑丈な建物内に入るなど安全確保に努めてください。 

なお、発生確度 1 や 2 が予測されていない地域でも雲が急発達して竜巻など

の激しい突風が発生する場合がありますので、天気の急変には留意してくださ

い。 

【竜巻発生確度ナウキャストの表示例】 
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(3) 雷ナウキャストについて 

活動度は、最新の落雷の状況と雨雲の分布によって、以下のように区分して

います。 

 

活動度 2～4 が予測された場合は、落雷の危険が高くなっていますので、建物

の中など安全な場所へ速やかに避難してください。また、避難に時間がかかる

場合は、雷注意報や活動度 1 が予測された段階から早めの対応をとることが必

要です。 

なお、雷注意報や活動度 1～4 が発表されていない地域でも積乱雲が急発達し

て落雷が発生する場合がありますので、天気の急変には注意してください。 

 

【雷ナウキャストの表示例】 

 

 
 
 
 
 
 

・活動度４…「激しい雷」で、落雷が多数発生している  

・活動度３…「やや激しい雷」で、落雷がある  

・活動度２…「雷あり」で、電光が見えたり雷鳴が聞こえる 

または、現在は発雷していないが、 

間もなく落雷する可能性が高くなっている 

・活動度１…「雷可能性あり」で、1 時間以内に落雷の可能性がある 
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12 雪の監視 

(1)解析積雪深・解析降雪量、降雪短時間予報 

気象庁では、積雪の深さや降雪量の状況を広くお知らせするため、アメダス

積雪計による観測値を提供していますが、道路管理者の通行規制の適時・的確

な判断などを支援するため、令和元年 11 月 13 日に新たに積雪の深さと降雪量

の面的な情報である「解析積雪深・解析降雪量」を気象庁ホームページ等で提

供開始しました。それらに加えて令和 3 年 11 月 10 日に、積雪の深さと降雪量

の面的な予測情報である「降雪短時間予報」の提供を開始しました。「解析積

雪深・解析降雪量、降雪短時間予報」は気象庁ホームページ内の「今後の雪」

のページで確認することができます。 

解析積雪深とは、積雪の深さの実況を 1 時間ごとに 5km 格子単位で面的に推

定したもの、解析降雪量とは、1 時間ごとに解析積雪深が増加した量を算出し、

積算したもの、降雪短時間予報は、1 時間ごとの積雪の深さと降雪量を 5km 格子

単位で 6 時間先まで面的に予測したものです。5km 格子内の平均値のため、解析

値は格子内のアメダス観測値と必ずしも一致しません。したがって、格子ひと

つひとつの値を直接的に利用するのではなく、積雪・降雪のおおまかな分布を

把握するための資料としてご利用ください。 

また、以下の条件下では精度が低下する場合があります。 

 ・風が強い 

…計算に雪が風に流される効果を考慮していないため 

 ・地上付近の気温が 1～3℃前後 

…わずかな差で雪になるか雨になるか変わるため 

 ・地上よりも少し高い所（数百～千メートル付近）に暖かい空気が流入 

…上空の暖かい空気のわずかな違いで雪になるか雨になるか変わるため 

 

【解析積雪深、解析降雪量、降雪短時間予報の表示例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解析降雪量 
3、6、12、24、48、72 時間 

解析積雪深 
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13 最近の十勝地方の主な気象災害 

●大雨、洪水、強風、波浪：平成２８年８月１７日～３１日 

8月17日から31日にかけて、台風第7号、第11号、第9号、第10号が相次いで北

海道に襲来し、十勝地方で大雨や暴風となった。これにより、死者・行方不明

者が発生、農地の冠水や家屋の流出・浸水、道路や鉄道の落橋等による通行止

め・運休等、甚大な被害が発生した。 

台風第7号は、8月16日夜には関東地方に接近し、17日にかけて東北地方太平

洋側の沿岸を北上、17日17時頃に襟裳岬付近に上陸、19時に帯広市付近を通過

して21時には温帯低気圧に変わった。台風第7号の影響により、十勝地方では17

日夕方から急激に雨や風が強まって、夜のはじめ頃にかけて、非常に強い雨が

降って大雨となり、海岸では暴風、内陸でも強風が吹いた。このため、足寄町

や浦幌町で河川の増水などによる住家の床上浸水、各地で倒木による停電、国

道や道道が通行止めとなるなどの被害があった。また、本別町、足寄町、浦幌

町には一時避難勧告や避難指示が発令された。 

8月19日から北海道付近に停滞した前線が、20日には台風第11号の北上に伴い

活発となった。一方、台風第11号は20日夜から三陸沖を北上、21日23時過ぎに

は釧路市付近に上陸し、22日3時にはオホーツク海に進み温帯低気圧に変わった。

この前線や台風の影響により、十勝地方では20日朝から21日朝にかけて断続的

に激しい雨が降って大雨となった。台風第7号による被害が残る中での大雨によ

り、多くの国道や道道で落石や道路冠水等のおそれがあるとして通行止めとな

った。また再び河川が増水したことなどにより、足寄町、本別町、陸別町では

一時避難勧告や避難指示が発令された。 

台風第9号は、8月22日12時半頃に千葉県館山市付近に上陸後、夜にかけて関

東地方から東北地方を北上し北海道に接近した。23日6時頃には日高地方へ再上

陸、7時頃には帯広市付近を通過して12時にオホーツク海で温帯低気圧に変わっ

た。台風第7号、台風第11号に続いて7日間に3回目の北海道への上陸であった。

台風第9号の影響により、十勝地方では22日夜から23日朝にかけて断続的に激し

い雨が降って大雨となり、23日朝には南東の風が急に強まった。このため、新

得町では住家床下浸水、帯広市で1名が軽症や住家屋根の剥離の被害があり、多

数の国道や道道で通行止めとなった。また21日から避難勧告や避難指示を続け

ていた足寄町に加え、新得町でも一時避難勧告が発令された。 

台風第10号は、8月30日朝には関東の東海上から北上し、18時前に岩手県大船

渡市付近に上陸した。その後、東北北部を北西に進み日本海に抜けて、31日0時

には渡島半島の西海上で温帯低気圧に変わった。十勝地方では、29日には千島

の東に中心を持つ高気圧の縁をまわる湿った東より風の流入による雨が続き、

台風第10号の北上に伴って次第に雨が強まった。台風第10号が最も接近した30
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日夜から31日未明には雨や風がピークとなり、30日23時30分に新得町南部付近

では解析雨量で約90ミリの猛烈な雨を観測した。29日から31日にかけての総降

水量は解析雨量によると日高山脈沿いやぬかびら源泉郷周辺では300ミリを超

える大雨となり、日高山脈の一部では約600ミリに達した。この大雨により、札

内川や芽室川、戸蔦別川が決壊、ペケレベツ川や久山川、パンケ新得川などか

ら溢水するなど、芽室町・清水町・新得町・帯広市・幕別町・池田町・音更町

を中心に河川が氾濫した。大樹町と新得町では橋の崩落により車が転落し2名が

死亡、清水町で2名が流され行方不明となった。河川の氾濫などにより清水町や

新得町では家屋が計15戸流出、家屋の浸水は十勝地方で床上131戸、床下175戸

に達し、農地の冠水も広範囲に及び甚大な被害となった。また清水町・新得町

を中心に土砂災害が発生し、清水町では1戸が一部損壊した。十勝地方の各国

道・道道で土砂崩れや落橋、路盤流出等が発生したため通行止めが相次ぎ、JR

北海道の根室線で橋梁の流失等により12月にかけて運休するなど交通関係でも

甚大な被害が発生した。新得町・芽室町・清水町・中札内村・幕別町・足寄町・

豊頃町・浦幌町では計約1900世帯・約4100人に避難指示が発令され、その他の

市町においても避難勧告が発令された。 

これら4つの台風の影響などにより、8月の月降水量が、ぬかびら源泉郷で

978.0ミリ、三股で714.0ミリ、新得で613.5ミリ、上札内で601.5ミリに達し、8

月としては平年の2倍から5倍の降水量となった。工場等の建物被害をはじめ、

機械等の設備被害、商品被害などで十勝管内全体で4つの台風による商業関係の

被害が約9700万円、工業関係の被害が約18億2千万円となった。また大雨や河川

の氾濫などによる農作物の被害面積は十勝管内で約2万6千ヘクタール、被害推

計額が約184億円に達し、道管理の河川施設では被害額が約400億円に達した。

また波浪によるコンブの流出、河川から海への大量の流木流出や海岸への漂着

等が発生し、それぞれ約2000万円、約2700万円の被害金額となった。 

以上、台風第7号、第11号、第9号、第10号による被害や避難情報については

平成28年9月から12月現在の内容であり、北海道と十勝総合振興局、内閣府の資

料を基に作成した。 

 

●暴風：令和３年１２月１日 

11月30日から12月1日にかけて、日本海中部にあった低気圧が、急速に発達し

ながら北東へ進み、2日にはオホーツク海に達した。この低気圧からのびる前線

が、1日夕方にかけて北海道を通過し、その後は強い冬型の気圧配置となった。

このため、十勝地方の日高山脈沿いでは1日夜のはじめ頃、南西から西南西の風

が急激に強まり、上札内では1日18時17分に西南西の風で最大風速23.2m/s、18

時12分に最大瞬間風速36.2m/sを観測するなど記録的な暴風が吹いた。 

この影響で、十勝管内で延べ12,700戸が停電した。各自治体の主な最大停電
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戸数は、帯広市で約2150戸、更別村で約1440戸、中札内村で約1090戸、芽室町

で約1070戸、清水町で約340戸であった。また、ビニールハウスの破損が275件、

畜舎・倉庫などの施設の破損が708件に上った。 

 

●突風：平成２７年８月１１日 

8月11日9時の北海道付近には、南から暖かく湿った空気が流入し、上空5000

メートル付近には9月下旬並みのマイナス10℃の寒気が入り、大気が非常に不安

定な状態となっていた。 

このため、11日15時30分頃に帯広市緑ヶ丘公園から東7条南23丁目にかけて突

風が発生し、住家の屋根の一部飛散・剥離、樹木の幹折れなどの被害が発生し

た。釧路地方気象台と帯広測候所による気象庁機動調査班（JMA-MOT）による現

地調査の結果、この突風をもたらした現象が、ダウンバーストまたはガストフ

ロントの可能性が高いと判断され、突風の強さは藤田スケールでF1と推定され

た。 

 

●じん旋風：平成２０年５月１１日 

午前 11 時 15 分ごろ、帯広市内の緑ヶ丘公園グリーンステージ前で開かれて

いた桜まつり会場の一部でじん旋風とみられる突風が発生。吹き飛ばされた会

場テントの支柱が子供にあたり軽傷を負った。当日は高気圧に覆われ晴れてい

たが、上空には 3 月下旬並みの寒気が入っていた。 

＜じん旋風とは＞ 

砂やちりが柱状に旋回しながら地面から巻き上げられる現象。または、つむ

じ風で砂じんが舞い上がる現象。じん旋風は、地面が日射で強く加熱され、地

面近くの気温が上空に比べ著しく高くなって、大気が非常に不安定になると発

生しやすい。風の弱い晴れた日の正午過ぎ、砂地などで発生することが多い。 

 

●風じん：令和元年５月２０日 

20 日午後、浦幌町の道東自動車道で強い風により近くの畑から飛ばされてき

た土ぼこりによる視界の悪化により、3 か所で計 12 台（空港連絡バスやタンク

ローリーを含む）が絡んだ多重衝突事故が発生した。この事故により 2 名が重

傷、7 名が軽傷を負った。当日、北海道付近は日本のはるか東に中心を持つ高気

圧と中国東北区にある低気圧との間で気圧の傾きが大きく風が強まっていた。 
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●大雪：平成２０年２月２３日～２４日 

22 日夜、日本海西部に発生した低気圧（1008hPa）は、発達しながら 23 日夜

には津軽海峡付近を通り、24 日には三陸沖に進んだ。このため、十勝地方では

23 日夕方から雪が降り始め、24 日明け方にかけ大雪となった。また、風は 24

日昼前にかけて、池田や駒場などで年間の極値を更新する最大風速を観測した。 

国道 38 号線の豊頃町統内で乗用車 7 台の多重衝突が発生（死者無し）。広尾

町や池田町などで停電の被害があった。交通機関はＪＲは特急を含め 8 本が運

休、とかち帯広空港発着の航空機は 1 便が欠航し 1 便に遅れが生じた。道東自

動車道のトマム-芽室間及び帯広広尾自動車道の全線が通行止めとなった。 

 

●融雪：平成３０年３月９日 

3 月 9 日、前線を伴った低気圧が発達しながら北海道付近を通過し、昼前には

オホーツク海へ達した。この低気圧に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、

北海道の上空約 1500 メートル付近では 9 日朝に 5 月中旬並みの気温となった。 

このため十勝地方では、9 日は広範囲でまとまった雨が降り、3 月としての日

降水量が 1 位となる所があるなど、記録的な降水量となった。また降雨に加え、

4 月上旬並みに気温が上昇したことにより雪解けが進んだ。 

この影響で十勝地方では、国道 7 路線、道道 14 路線が、なだれ、道路冠水、

越波の発生またはおそれがあるとして通行止め、JR の運休など交通の乱れが相

次いだ。また、住家の床上・床下浸水が計 8 件、非住家の床上浸水が 4 件発生

した。河川の増水や堤防越水のおそれに伴い、足寄町では避難指示（緊急）、大

樹町では避難勧告が発令された。 

 

●高温：平成２２年 

北海道付近では、6 月から 8 月において太平洋高気圧の影響を受け、暖かく湿

った空気が流れ込んだ。また、7 月から 8 月は低気圧や前線の影響を受けた。 

十勝地方の農作物には、不稔や品質低下といった被害が発生した。被害の見

込み額は 142 億円（被害額のおもな作物別内訳は、馬鈴しょ 48 億円、麦類 46

億円、てん菜 23 億） 

 
 
 
 
 
 



 
 

34

14 十勝管内の観測値や極値 

 各地(気象官署やアメダス観測所)の観測値や極値は気象庁のホームページで

ご覧いただけます。 

(1) 最新の気象データ 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/index.html 

 

(2) 過去の気象データ 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php
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1 地震・津波に関連する防災情報 

津波予報実施官署(気象庁本庁、大阪管区気象台)には、全国各地の地震計や

震度計、検潮所のデータがテレメータ化されており、常時監視を行っています｡ 

地震が発生した場合、地震津波監視システムにより直ちに震源とマグニチュ

ードを求め、その結果、津波が予想される場合は直ちに該当する地域に大津波

警報・津波警報・津波注意報を発表します。引き続き、予想される津波の高さ、

予想到達時刻及び観測された津波の状況などを内容とした津波情報を次々に発

表します。これらの大津波警報・津波警報・津波注意報・津波予報や地震・津

波情報は、直ちに防災機関や報道機関等に伝達され、テレビ・ラジオ等で放送

されます。 

 

Ⅱ 地震・津波編 

【地震津波情報の流れ】 
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(1) 大津波警報・津波警報・津波注意報及び津波予報 

津波による災害の発生が予想される場合に、地震が発生してから約 3 分を目

標に大津波警報、津波警報、津波注意報を発表します。 

この時、予想される津波の高さは、通常は５段階の数値で発表します。ただ

し、地震の規模（マグニチュード）が８を超えるような巨大地震に対しては、 精

度のよい地震の規模をすぐに求めることができないため、その海域における最

大の津波想定等をもとに津波警報・注意報を発表します。 その場合、最初に発

表する大津波警報や津波警報では、予想される津波の高さを「巨大」や「高い」

という言葉で発表して、非常事態であることを伝えます。 

このように予想される津波の高さを「巨大」などの言葉で発表した場合には、

その後、地震の規模が精度よく求められた時点で津波警報・注意報を更新し、

予想される津波の高さも数値で発表します。 

 

津波による災害の起こるおそれのない場合や若干の海面変動がある場合は津

波予報（津波に関するその他の情報）を発表します。 
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(2) 津波予報区 

 津波警報・注意報及び予報は、全国の沿岸を 66 に分けた津波予報区ごとに発

表しています。北海道では、6 つの沿岸に区分し発表しています｡十勝地方は、

｢北海道太平洋沿岸中部｣という津波予報区に含まれます｡ 

   

(3) 津波情報 

津波警報・注意報を発表した場合には、津波の到達予想時刻や予想される津波の

高さなどを津波情報で発表します。 

「津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報」 

 各津波予報区の津波の到達予想時刻や予想される津波の高さを発表します。

この情報で発表される到達予想時刻は、各津波予報区でもっとも早く津波が到

達する時刻です。場所によっては、この時刻よりも１時間以上遅れて津波が襲

ってくることもあります。 
｢各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報｣ 
 主な地点の満潮時刻・津波の到達予想時刻を発表します。十勝地方では、｢十

勝港｣の時刻を発表します。 
｢津波観測に関する情報｣ 
 沿岸で観測した津波の時刻や高さを発表します。十勝地方では、｢十勝港｣の

観測値を発表します。 
※沿岸で観測された津波の第１波の到達時刻と押し引き、その時点までに観測された最大波の観

測時刻と高さを発表します。津波は繰り返し襲い、あとから来る波の方が高くなることがあるた

め、観測された津波が小さいからといって避難を止めてしまうと危険です。 そのため、最大波
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の観測値については、大津波警報または津波警報が発表中の津波予報区において、観測された津

波の高さが低い間は、数値ではなく「観測中」の言葉で発表して、津波が到達中であることを伝

えます。 

警報・注意報の発表状況 観測された津波の高さ 内容

１ｍ超 数値で発表

１ｍ以下 「観測中」と発表

０．２ｍ以上 数値で発表

０．２ｍ未満 「観測中」と発表

津波注意報を発表中 （すべての場合）
数値で発表（津波の高さがごく
小さい場合は「微弱」と表現）

大津波警報を発表中

津波警報を発表中

 

「沖合の津波観測に関する情報」 

 沖合で観測した津波の時刻や高さ、及び沖合の観測値から推定される沿岸で

の津波の到達時刻や高さを津波予報区単位で発表します。 

※沖合で観測された津波の第１波の観測時刻と押し引き、その時点までに観測された最大波の観

測時刻と高さを観測点ごとに発表します。また、これら沖合の観測値から推定される沿岸での推

定値（第１波の推定到達時刻、最大波の推定到達時刻と推定高さ）を津波予報区単位で発表しま

す。 最大波の観測値及び推定値については、沿岸での観測と同じように避難行動への影響を考

慮し、一定の基準を満たすまでは数値を発表しません。大津波警報または津波警報が発表中の津

波予報区において、沿岸で推定される津波の高さが低い間は、数値ではなく「観測中」（沖合で

の観測値）または「推定中」（沿岸での推定値）の言葉で発表して、津波が到達中であることを

伝えます。 

警報・注意報の発表状況 沿岸で推定される津波の高さ 内容

３ｍ超
沖合での観測値、沿岸での推定値とも

数値で発表

３ｍ以下
沖合での観測値を「観測中」、

沿岸での推定値を「推定中」と発表

１ｍ超
沖合での観測値、沿岸での推定値とも

数値で発表

１ｍ以下
沖合での観測値を「観測中」、

沿岸での推定値を「推定中」と発表

津波注意報を発表中 （すべての場合）
沖合での観測値、沿岸での推定値とも

数値で発表

大津波警報を発表中

津波警報を発表中
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(4)緊急地震速報 

緊急地震速報とは、各地での強い揺れの到達時刻や震度を予想し可能な限り

素早く知らせる情報です。地震の発生直後に震源に近い地震計でとらえた観測

データを解析して震源や地震の規模（マグニチュード）を直ちに推定し、それ

に基づいて予想されます。緊急地震速報により、強い揺れの前に自らの身を守

る、列車のスピードを落とす、工場で機械制御を行うなどのことが可能です。 

緊急地震速報には、大きく分けて「警報」と「予報」の２種類があります。 
テレビやラジオ、携帯電話の緊急速報メール等で一般の皆様に広く伝えられる

のは緊急地震速報（警報）ですので、この情報を入手したら、直ちに身を守る

行動をとりましょう。 
なお、「警報」の中でも震度 6 弱以上が予想される場合は「特別警報」に位置

付けています。 

 
 
緊急地震速報についての詳しい情報は気象庁ホームページに掲載されてい

ます。 

https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/index.html 
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【緊急地震速報のしくみ】 

 
【地震・津波情報に用いる震央の海域名】 
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(5)地震情報 

 地震発生後、新しいデータが入るにしたがって、順次以下のような情報を発

表します。 

 
また、震度情報や緊急地震速報で用いる十勝管内の区域の名称は、以下の通

りです。 
 

都道府県名 緊急地震速報で

用いる府県予報

区の名称 

緊急地震速報や震度

速報で用いる区域の

名称 

都市区町村名 

北海道 北海道道東 十勝地方北部 上士幌町、鹿追町、新得町、足寄町、陸別町 
十勝地方中部 帯広市、音更町、士幌町、清水町、芽室町、

幕別町、池田町、豊頃町、本別町、浦幌町 
十勝地方南部 中札内村、更別村、大樹町、広尾町 

 

地震情報の種類 発表基準 内    容

震度速報 震度３以上
・地震発生約１分半後に、震度３以上を観測した地域名
  （全国を188地域に区分）と地震の揺れの発現時刻を速報。

震源・震度に関する情報

以下のいずれかを満たした場合
・震度3以上
・津波警報または注意報発表時
・若干の海面変動が予想される場合
・緊急地震速報(警報)を発表した場合

・地震の発生場所（震源）やその規模（マグニチュード）、震度３以上
  の地域名と市町村名を発表。
・震度5弱以上と考えられる地域で、震度を入手していない地点が
  ある場合は、その市町村名を発表。

その他の情報
顕著な地震の震源要素を更新した場合や
地震が多発した場合など

・顕著な地震の震源要素更新のお知らせや地震が多発した場合の
  震度１以上を観測した地震回数情報等を発表。

推計震度分布図 震度５弱以上
・観測した各地の震度データをもとに、１km四方ごとに推計した
  震度（震度４以上）を図情報として発表。

震源に関する情報

各地の震度に関する情報

遠地地震に関する情報

震度３以上 (津波警報または注意報を
発表した場合は発表しない)

・地震の発生場所（震源）やその規模（マグニチュード）を発表。
・「津波の心配ない」または「若干の海面変動があるかもしれないが
  被害の心配はない」旨を付加。

震度１以上

・震度１以上を観測した地点のほか、地震の発生場所（震源）や
  その規模（マグニチュード）を発表。
・震度５弱以上と考えられる地域で、震度を入手していない地点が
  ある場合は、その地点名を発表。

国外で発生した地震について以下の
いずれかを満たした場合など
・マグニチュード7.0以上
・都市部など著しい被害が発生する
  可能性がある地域で規模の大きな
  地震を観測した場合

・地震の発生時刻、発生場所（震源）やその規模（マグニチュード）を
  概ね30分以内に発表。
・日本や国外への津波の影響に関しても記述して発表。
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(6)気象庁震度階級関連解説表 

気象庁では、震度は体感や被害調査からでは

なく、気象庁が開発した計測震度計により観

測・速報しています｡また、発表した震度情報

が防災に有効活用されるため、実際に発生する

現象や被害との対応を解説した｢気象庁震度階

級関連解説表｣を作成しています｡ 
 

【気象庁震度階級関連解説表】 
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(7)長周期地震動に関する情報 
大きな地震で生じる、周期（揺れが１往復するのにかかる時間）が長い大き

な揺れのことを長周期地震動といいます。 長周期地震動により、高層ビルなど

の高い建造物は大きく長時間揺れ続けることがあります。また、長周期地震動

は遠くまで伝わりやすい性質があり、 地震が発生した場所から数百 km はなれ

たところでも大きく長く揺れることがあります。 長周期地震動による大きな揺

れにより、家具類が倒れたり・落ちたりする危険に加え、大きく移動したりす

る危険があります。 
 

 
 
平成 15 年(2003 年)の十勝沖地震(M8.0 最大震度６弱)では、長周期地震動に

より、震源から約 250km 離れた苫小牧市の石油コンビナートで、 スロッシン

グ（石油タンク内の石油が揺動する現象）が発生し、浮き屋根が大きく揺動し

た結果、石油タンクの浮き屋根が沈没し、地震から２日後に 静電気が原因で火

災が発生しました。 
 

【スロッシングにより火災が発生した石油タンク】 

 
(総務省消防研究センター提供) 
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通常の震度情報は、高層ビルにおける地震時の人の行動の困難さの程度や、

家具や什器の移動・転倒などの被害の程度を表現するのに十分ではありません。 
このため、気象庁では、長周期地震動による揺れの大きさを４つの階級に区

分した「長周期地震動階級」という指標を導入し、長周期地震動による高層ビ

ル内での被害の発生可能性等についてお知らせする「長周期地震動に関する観

測情報」を気象庁ホームページに掲載しています。 
 

【長周期地震動に関する観測情報の発表イメージ】 

          
 

【長周期地震動階級】 
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2 十勝管内に影響を及ぼした主な地震 

震央名の（）内は、命名地震 

 

気象庁ホームページの震度データベースでは、大正 9 年(1919 年)から 2 日前

までの過去の有感地震についての震度の検索が可能です。 

https://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php 

年月日（和暦） 震央（地域）名 M 主  な  被  害

1915．03．18 （大正　４） 十勝沖 7．0 帯広市南部、芽室村で家屋倒壊。死者２名。

1926．09．05 （大正１５） 十勝沖 6．7 震度５：広尾
1930．12．13 （昭和　５） 日高地方中部 6.5 震度５：広尾

震度５：帯広、広尾、本別。死者・行方不明３３名
家屋全壊８１５、同流失９１。

1968．05．16 （昭和４３） 青森県東方沖（1968年十勝沖地震） 7．9 震度５：広尾　津波：十勝港１７０ｃｍ。
1968．05．16 （昭和４３） 青森県東方沖 7．5 震度５：広尾　同上余震
1970．01．21 （昭和４５） 十勝地方南部 6．7 震度５：帯広、広尾、本別
1987．01．14 （昭和６２） 十勝地方南部 6．6 十勝管内で建物破損多数。
1993．01．15 （平成　５） 釧路沖 7．5 震度５：帯広、広尾。道路などの損壊。
1994．10．04 （平成　６） 北海道東方沖 8．2 震度５：広尾、足寄

2003．09．26 （平成１５）
十勝沖

(平成15年(2003年)十勝沖地震）
8．0

震度６弱：鹿追、幕別、豊頃
震度５強：帯広、広尾、足寄、本別、更別
震度５弱：上士幌、音更、清水、芽室
津波：十勝港２５５ｃｍ。行方不明２名、道路などの損壊。

2008．09．11 （平成２０） 十勝沖 7．1 震度５弱：浦幌、大樹。　津波：十勝港１２ｃｍ。

2012．08．25 （平成２４） 十勝地方南部 6．1 震度5弱：幕別、浦幌、更別、大樹、広尾　JR遅延。

2013．02．02 （平成２５） 十勝地方南部 6．5

震度5強：浦幌　震度5弱：帯広、新得、清水、幕別、音更、
池田、豊頃、本別、大樹
負傷者14人、住家一部破損1棟、浦幌・清水・池田町の約
620軒で停電発生、JR遅延、高速道路一時通行止め。

2018．09．06 （平成３０）
胆振地方中東部

(平成30年北海道胆振東部地震)
6．7 十勝管内全域（道内全域）で大規模停電（ブラックアウト）

震度４：帯広、鹿追、音更、芽室、池田、浦幌、更別、大
樹。
津波：十勝港２８０ｃｍ以上。津波による船舶被害は１６０隻
以上、家屋等の床上床下浸水、停電等も多数発生。

9．0
東北地方太平洋沖

(平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震)
2011．03．11 （平成２３）

1952．03．04 （昭和２７） 十勝沖 8．2
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３ 十勝管内に大きな影響を及ぼす可能性のある地震 

(1)海溝型地震 
 道東沖の海域では、Ｍ８程度のプレート間巨大地震が、数十年から百数十年

間隔で発生しています。十勝沖では、1952 年と 2003 年に巨大地震が発生して

いますが、2003 年の地震は、1952 年の地震の南東側の領域まで地震を起こし

ておらず、この領域では、地震を起こすエネルギーが溜まったままであると考

えられています。一方、根室沖では、巨大地震が 1973 年以降しばらく発生して

いません。もし、根室沖で次の巨大地震が発生した場合、2003 年で地震を起こ

さなかった領域まで合わせて地震を起こすことが想定され、1973 年より大きな

被害が生じることが懸念されています。 

 
 
 
 
また、東日本大震災を引き起こしたＭ９クラスの超巨大地震が道東沖で過去

6500 年の間に 18 回も繰り返し発生していることがわかりました。これらの地

震の発生間隔は平均して 340～380 年です。前回の超巨大地震は 17 世紀に発生

し、十勝沖から根室沖の広い範囲で地震を起こしたことがわかっています。 

道東沖の海域の領域区分 
（地震調査研究推進本部による） 

近年、十勝沖と根室沖で発生した巨大地震が

地震を起こした範囲。（数字は地震が発生し

た年。） 

17 世紀に発生した超巨大地震を起こした範囲
（図中の黄色く塗りつぶした範囲） 
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 下の表は、道東沖のそれぞれの領域で、今後 30 年以内に地震が発生する確率

を示しています。十勝沖は、2003 年に地震が発生しているので発生確率は相対

的に低くなっていますが、前述のように十勝沖の南東側では地震のエネルギー

が溜まっています。また、超巨大地震の確率は７～40％と高い値である上、前

回の地震から 400 年程度経過し、過去の平均の発生間隔を既に超えてしまって

いるため、次の超巨大地震の発生が切迫していると言えます。このように、道

東沖の超巨大地震や巨大地震は、いつ起きてもおかしくない状態にあります。 

 
 

(2)陸域の浅い地震 
 十勝平野には、ほぼ南北に分布する十勝平野断層帯と

いう活断層があります。十勝平野断層帯は、十勝平野断

層帯主部と光地園断層からなります。十勝平野断層帯主

部は、足寄町から帯広市などを経て幕別町（旧忠類村）

に至る断層帯です。長さは約 84km で、ほぼ南北方向に

延びています。光地園断層は大樹町から広尾町に至る断

層です。長さは約 26km です。 

 

地震調査研究推進本部による（算定基準日 ２０２２年１月１日） 

十勝平野断層帯の分布（地震調査研究推進本部による） 
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十勝平野断層帯主部と光地園断層は、全体が 1 つの区間として活動する場合、

それぞれＭ８．０、７．２程度の地震が発生する可能性があります。両断層で

は、過去の活動が十分に明らかではなく、最新活動時期が特定できていません。

信頼度は低いですが、今後 30 年の間に地震が発生する可能性が、我が国の主な

活断層の中ではやや高いグループに属しています。 

  
 

(3)確率論的地震動予測地図 

 以下の図は、想定される全ての地震の可能性を含めて、どの程度の確率で揺

れるのかを表した地図です。今後 30 年以内に震度 6 弱以上の揺れに見舞われる

確率分布は以下のようになっています。 

 

 

 

地震調査研究推進本部による 

２０２０年１月現在 地震調査研究推進本部による 
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1 火山監視 

気象庁は、火山活動を総合的に監視して火山活動の異常を早期に検知するた

めに地震計等の観測施設を整備し、噴火警報等を迅速に発表するため、「地域火

山監視・警報センター」を北海道では、札幌管区気象台に設置し、平成１４年

３月から業務を行っています。 

 

日本には 111 の活火山があって、このうち北海道には 31（うち北方領土に 11）

あります。札幌管区気象台の「地域火山監視・警報センター」では、このうち、

「火山防災のために監視・観測体制の充実等が必要な火山」として火山噴火予

知連絡会によって選定された 9 火山の常時観測火山については、噴火の前兆を

捉えて噴火警報等を適確に発表するために、地震計や監視カメラ等の火山観測

施設を整備し、関係機関からのデータ提供も受け、火山活動を 24 時間体制で常

時観測・監視しています。これらの観測・監視の成果を用いて火山活動の評価

を行い、居住地域や火口周辺に危険を及ぼすような噴火の発生や拡大が予想さ

れた場合には「警戒が必要な範囲」を明示して噴火警報を発表しています。 

常時観測火山に設置した監視カメラの画像は以下のページから見ることがで

きます。 

https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/volcam/volcam.php 

また気象庁ホームページの火山登山者向けの情報提供ページ（全国）では、

個々の火山毎に、気象庁が発表している火山情報等をご覧いただけます。 

https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/activity_info/map

_0.html 

【北海道の活火山】 

Ⅲ 火山編 
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2 噴火警報・噴火予報と噴火警戒レベル 

気象庁は、平成 19 年 12 月 1 日より噴火災害軽減のため噴火警報及び噴火予

報の発表を開始しました。噴火警報及び噴火予報は、全国の活火山を対象とし、

火山毎に警戒等を必要とする市町村を明示して発表します。 

このうち噴火警報は、居住地域や火口周辺に影響が及ぶ噴火の発生やその拡

大が予想された場合に、「警戒が必要な範囲」を明示して発表します。噴火警報

は報道機関、都道府県、市町村等を通じて住民の皆さんにお知らせされます。

噴火予報は、噴火警報を解除する場合や、火山活動が静穏な状態が続くことを

お知らせする場合に発表します。 

噴火警戒レベルは、火山活動の状況に応じて「警報が必要な範囲」と防災機

関と住民の「とるべき防災対応」を５段階に区分して発表する指標で、噴火警

報及び噴火予報に付して発表します。 

なお、十勝管内に関係する火山では、雌阿寒岳と十勝岳で噴火警戒レベルを

導入しています。 

噴火警戒レベルの活用にあたっては以下の点に留意する必要があります。 

・火山の状況によっては、異常が観測されずに噴火する場合もあり、レベル 

 の発表が必ずしも段階を追って順番通りになるとは限りません（下がる時 

も同様です）。  

・各レベルで想定する火山活動の状況及び噴火時等の防災対応に係る対象地 

域や具体的な対応方法は、地域により異なります。  

・降雨時の土石流等レベル表の対象外の現象についても注意が必要であり、 

その場合には大雨情報等他の情報にも注意する必要があります。 

 

噴火警戒レベル導入火山(十勝管内では雌阿寒岳・十勝岳) 

種別 名称 対象範囲 
レベル 

（キーワード） 
火山活動の状況 

特別 

警報 

噴火警報 

（居住地域） 

又は 

噴火警報 

居住地域及び 

それより火口

側 

レベル 5 

（避難） 

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、ある

いは切迫している状態と予想される。 

レベル 4 

（高齢者等避難） 

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生すると

予想される（可能性が高まってきている）。 

警報 

噴火警報 

（火口周辺） 

又は 

火口周辺警報 

火口から居住

地域近くまで 

レベル 3 

（入山規制） 

居住地域の近くまで重大な影響を及ぼす（この範囲

に入った場合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、

あるいは発生すると予想される。 

火口周辺 
レベル 2 

（火口周辺規制） 

火口周辺に影響を及ぼす（この範囲に入った場合に

は生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あるいは発生す

ると予想される。 

予報 噴火予報 火口内等 

レベル 1 

（活火山であること

に留意） 

火山活動は静穏。火山活動の状態によって、火口内

で火山灰の噴出等が見られる（この範囲に入った場

合には生命に危険が及ぶ）。 
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噴火警戒レベル未導入火山(十勝管内では丸山) 

種別 名称 対象範囲 
レベル 

（キーワード） 
火山活動の状況 

特別 

警報 

噴火警報 

（居住地域） 

又は 

噴火警報 

居住地域及び 

それより火口側 

居住地域及び 

それより火口側の 

範囲における厳重な

警戒 

居住地域厳重警戒 

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発

生、あるいは発生すると予想される。 

警報 

噴火警報 

（火口周辺） 

又は 

火口周辺警報 

火口から居住

地域近くまでの

広い範囲の 

火口周辺 

火口から居住地域近

くまでの広い範囲の火

口周辺における警戒 

入山危険 

居住地域の近くまで重大な影響を及ぼす（こ

の範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）

噴火が発生、あるいは発生すると予想され

る。 

火口から少し離

れたところまで

の火口周辺 

火口から少し離れたと

ころまでの火口周辺に

おける警戒 

火口周辺危険 

火口周辺に影響を及ぼす（この範囲に入った

場合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あ

るいは発生すると予想される。 

予報 噴火予報 火口内等 
活火山であることに留

意 

火山活動は静穏。火山活動の状態によって、

火口内で火山灰の噴出等が見られる（この範

囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）。 
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【噴火警報の例】 
 火山名 雌阿寒岳 噴火警報（火口周辺） 
平成３０年１１月２３日１２時３０分 札幌管区気象台 
 
＊＊（見出し）＊＊ 
＜雌阿寒岳に火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）を発表＞ 
 ポンマチネシリ火口から約５００ｍの範囲に影響を及ぼす噴火の可能性。 
＜噴火警戒レベルを１（活火山であることに留意）から２（火口周辺規制） 
に引上げ＞ 
 
＊＊（本 文）＊＊ 
１．火山活動の状況及び予報警報事項 
 ２０日１８時頃からポンマチネシリ火口付近の浅いところを震源とする火 
山性地震が増加しています。本日（２３日）０時頃からは更に増加し、０時 
から１２時までの地震回数は４６１回（速報値）となっています。また、振 
幅の大きな地震が増加しています。 
 地殻変動および噴煙の状況には、特段の変化はありません。 
 今後、ポンマチネシリ火口から約５００ｍの範囲に影響を及ぼす噴火が発 
生する可能性があります。 
２．対象市町村等 
 以下の市町村では、火口周辺で入山規制などの警戒をしてください。 
 北海道：釧路市、足寄町 
３．防災上の警戒事項等 
 火口から約５００ｍの範囲では、噴火に伴い弾道を描いて飛散する大きな 
噴石に警戒してください。 
 風下側では火山灰や小さな噴石が風に流されて降るおそれがあるため注意 
してください。 
＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 
【レベル５（避難）】：危険な居住地域からの避難等が必要。 
【レベル４（避難準備）】：警戒が必要な居住地域での避難の準備、要配慮 
          者の避難等が必要。       
【レベル３（入山規制）】：登山禁止や入山規制等危険な地域への立入規制 
          等。状況に応じて要配慮者の避難準備等。 
【レベル２（火口周辺規制）】：火口周辺への立入規制等。 
【レベル１（活火山であることに留意）】：状況に応じて火口内への立入規 
制等。 
（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる） 
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3 火山の状況に関する解説情報 

 
 火山の活動状況によって、噴火警戒レベルの引き上げ基準に現状達していな

いが、今後の活動の推移によっては噴火警戒レベルを引き上げる可能性がある

と判断した場合、または判断に迷う場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨

時）」を発表します。 
 また、現時点では、噴火警戒レベルを引き上げる可能性は低いが、火山活動

に変化がみられるなど、火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合に

は、「火山の状況に関する解説情報」を発表します。 
 

【火山の状況に関する解説情報（臨時）の例】 

 
 
 
 
 
 

火山名 雌阿寒岳 火山の状況に関する解説情報（臨時） 第１号 
平成３０年１１月２３日０２時２０分 札幌管区気象台 
 
＊＊（見出し）＊＊ 
＜噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）が継続＞ 
 ２０日１８時頃から火山性地震が増加しています。火山活動が高まってい 
ますので、今後の活動の推移に注意してください。 
＊＊（本 文）＊＊ 
１．火山活動の状況 
 ２０日１８時頃から、雌阿寒岳でポンマチネシリ火口付近の浅いところを 
震源とする火山性地震が増加しています。地震回数（速報値）は、２０日２ 
８回、２１日１５８回、２２日２７１回、２３日０２時まで６７回となって 
います。 
 地殻変動や噴煙の状況に特段の変化はありません。 
２．防災上の警戒事項等 
 雌阿寒岳では火山活動が高まっていることから、今後の活動の推移に注意 
してください。 
 火山活動の状況に変化があった場合には、随時お知らせします。 
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【火山の状況に関する解説情報の例】 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火山名 十勝岳 火山の状況に関する解説情報 第１号 

令和３年３月１４日０９時４０分 札幌管区気象台 

 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）が継続＞ 

 十勝岳の６２ー２火口付近で微弱な火映を観測しました。 

 火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は見られませんが、火山ガスの濃度が 

高い可能性がありますので火口周辺では注意してください。 

 

＊＊（本 文）＊＊ 

１．火山活動の状況 

 昨日（１３日）２３時０４分頃から、１４日明け方にかけて監視カメラに 

より６２ー２火口付近で微弱な火映を観測しました。この現象は高温のガス 

噴出や硫黄の燃焼等によるものと考えられます。 

 この現象の前後で、火山性地震の増加や火山性微動は観測されず、６２ー 

２火口の噴煙や地殻変動には特段の変化はありません。 

 ６２ー２火口でこの現象が観測されたのは、２０２０年８月１８日以来で 

す。 

 

２．防災上の警戒事項等 

 活火山であることから、火口内に影響する程度の突発的な噴出現象が発生 

する可能性がありますので、地元自治体などの指示に従って火口付近など危 

険な地域には立ち入らないでください。 

 

 火山活動の状況に変化があった場合には、随時お知らせします。 
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4 噴火速報 

噴火速報は、登山者や周辺の住民に対して、噴火の発生をお知らせする情報

です。火山が噴火したことを端的にいち早く伝え、身を守る行動を取っていた

だくために発表します。噴火が発生した事実を速やかにお知らせするため、火

山名と噴火した時間のみの情報です。 

噴火速報は、噴火警報を発表していない火山で噴火した場合や発表中の噴火

警報における「警戒が必要な範囲」を超えるような噴火が発生した場合に発表

します。 

 

【噴火速報の例】 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

火山名 十勝岳 噴火速報 

令和元年 ５月 ４日２０時１０分 気象庁地震火山部発表 

 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜十勝岳で噴火が発生＞ 

 

＊＊（本 文）＊＊ 

十勝岳で、令和元年５月４日２０時０８分頃、噴火が発生しました。 

火山名 阿蘇山 噴火速報 

令和３年１０月２０日１１時４４分 福岡管区気象台発表 

 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜阿蘇山で噴火が発生＞ 

 

＊＊（本 文）＊＊ 

阿蘇山で、令和３年１０月２０日１１時４３分頃、噴火が発生しました。 
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4 降灰予報 

火山噴火に伴い空から降ってくる火山灰（降灰）は、その量に応じて様々な

被害をもたらします。降灰予報では 量の予測を含めた予報として、噴火後に、

どこに、どれだけの量の火山灰が降るかについて、詳細な情報をお伝えします。 

また、活動が活発化している火山では、もしも今日、噴火が起こるとしたら、

この範囲に降灰があります、という事前の情報も提供します。 さらに、噴火直

後には、風に流される小さな噴石が降る範囲についても速報します。 

 

 
 

【降灰予報の発表の流れ】 

【降灰量階級表】 


